
4二
四

時な と是ぜ り日民丈によ 11:: 11::か る て同 nD 
にら也はら狐・1'.1: X Q てもとに 、御 悶

大約言 宇tl¥ 。 山中 る犬水，，，.ど子也猪熊見 4・j E日 代紀
さ 弘一戸しへ。猟 1える 、地に伊絡

ベてへと頭へる走1:'i;:;彼。内御を武侯 11::
殴胡床 吉~ID. 入た来もしき々成或に 先荒 州級大

と 地てりせ 上 御 ・狩 ・ 日 奔手 す主主路

島附れけ 区悪 a ら室館主磁件記を衆の子務非
裏 献水れまt 御の伊すへ 2の 給 養

使 り探E 戸 ・ さ年宮干猛大る も 溢之}亡
て 共 殴此 て容物務約事例与へ :tl~ 相
座 々 りよ犬 家 95KE 虹i付 、、 究
し ばの /1¥ り途 中召付御言るら決野 る

、手 賦すも物 。へ 出し ‘司 王 申 低 れ 人 将 。
前皆 耳j: . 11::獄 鍋 君主 ら i 光、もの

に 1飼わ E 逸て強ら ‘tげ型のね{詰勝
三然り得物 候のれ ~çt 被 ・ ごらつれ
方と の候 の間期事場 担成御 と ひき て
11::し 然 K 犬 、 に ら の 叫 候 笠〈打 倒経
焼飯 てど付ー此臨狩 桜候綴 み 11::けさ主主

立件も 、 顕 皮 て の 子て、に忙てれる友
をく ま也被の 、)fj 御仰、 f度 、 ど、る
絞世 らのぜ!防御尾意前l城主主 は中もよが

し 1z古孟a‘ ら lCii 用目民 也閥よ城ピ々 、し ー
- つ る て忙 敗。 、 り の x銃モ 自Fつ

ノ'I¥. 0 IJ' ~ 、進よ 尾万 芭 節子稲れ付出

がり 11::給 /1¥.れ共しミばば中J!t山ば食猪戸
、E退Fこ I目見Z ひすはー ま 、 り 、 、へ諜の」之を股

宜級」J。4 、 弘 前け 単水と な方 。召の
主。a けのち 庇株 2FF れ 者戸 引るよ 骨組 連犬

‘犬事ブ1111怪 犬 1雪江月 ど ~犬 出牛り 山 手Ie -.: も凝飼 ら卿は くも E はすほ何山へれ 11乎
椅力 ぃ仰の挫ー て自 ・ さ rH 。どやへ向と出

し鋭もけ製ι あばら彼し犬共のら些ひてし
支て れ と ・譲絡 水 の 時 物 ん 行 て 、 自

H'ぬばのへ飛 耳も をか庇に/Il 吉ほ後ら
型穴め 哉る ・さι 飛ぶをと飼 h 犬 、来弓ゅ飯宜

た ijt びが投もひる E 件り るをふ
IC り ・ もーの虫日給せ践を 十のね jよと取 払;
倒 o ， 量一 頭含 元〈 へ馳 や飯 見て ilJi犬 。後ひ ては
れ放方呼馳ば は 、
た p護t ちの /1¥ 行ー -・ E は・ 4・j 賭 iル〆 と投

り 姐あ ‘か 級 人 し絵汝

多時鵠1毛f の℃喰」。て足るた路 b ひ彊も( )与が
ー伊，c 咽叉猪彼猪 を時へ-.: ~ /前 ET 、。得
犬 へ前は 者lt にり事ll立後た え互信犬 た
時、たり付喰の中 の て 、 。 てたにて t者はる

人 。 ご J陸自供食 I誌扱相1Iる成、 4三銭尾如

馳行 P合働主訟d ?とひ咽弓 m~ 日f へがし常 時を1i:: < くるへ食の犬 ill放、み 許放射i 隠

猪き か d腕ま喰部犬ど宮ちせ見あち τ れ
き 者け る飯許 制るを も 付 lす E る 1) け苓ゐ

主し 円j'-.:馳けと召かれれの 0 てれぴる

可
観
小
説
程
十
四

抑
へ
て
犬
を
見
れ
ば
、

喰
に
喰
付
な
が
ら
死
た
り
け
り
。
級
立
卿
珪

一だ
、日泡1;止七 づ犬= 

利 。隠隠- の
家 s怨噛望 は死
公此品 、を

匝臨E 長 1引i~
終 F問fIみ
の 品消i守f給
f制司叩l 右fひ
宇~ ~~釘E し
本拐様1訣 r'門tリlと

.也
~.~ 。

場
11:: 
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見
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た
り
と
て
老
後
の
物

利
保
卒
去
の
時
分
、
共
家
臣
徳
山
五
兵
衛
伏
見
の
公
邸
へ
会
り
け
る

に、
家
出
版
公
御
側
へ

召
て
、
大
納
言
の
遺
骨
口
は
如
何
と
.
御
帯
あ
り
。
五

兵
術
巾
倣
は
.
利
家
卒
去
一
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月
前
陀
身
後
の
部
共
性
付
侠
て
、
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見
肥
前
守
へ
あ
た
ヘ
ら
れ
候
。
扱
末
期
の
前
.
共
室
労
務
院
泣
く
た

く
枇
陀
近
付
、
い
ま
だ
御
年
わ
か
き
時
よ
り
・
或
は
御
自
乎
鉛
刀
を

取
、
或
は
手
の
者
民
軍
さ
せ
，
多
く
の
人
を
殺
し
給
ひ
し
共
罪
裁
も

品

怖
数
候
。
日
以
は
見
苦
し
き
と
御
笑
ひ
候
へ
ど
も
.自
ら
御
矯
に
経
牧

子
を
仕
立
也
候
。
川
正
を
出
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せ
参
ら
せ
て
村
中

へ
納
む
べ
し
と
被
巾
候

時
、
利
家
打
笑
ひ
て
我
飢
祉
に
生
れ
愛
か
し
と
と
戦
場
に
赴
き
、
敵

す
る
者
を
殺
し
ぬ
る
と
い
へ
ど
も
、
放
な
う
て
人
主
苦
し
め
殺
す
事

注
し
。
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れ
ぽ
何
の
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あ
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て
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と
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ん
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赴
く
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。
若
し
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卒
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等
を
あ
な
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り
、
狼
に
町
質
せ
ん
と
い
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ど
、
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し
也
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の
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土
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そ
れ
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の
悪
鬼
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、
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放
を
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ピ
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す
ペ
し
。
無
銭
の
事
た
巾
・し
給
ひ
そ
。
我山
坊
は
死
後
の
都
よ
り、

今

生
に
思
ひ
煩
ふ
都
あ
り
。
秀
頼
公
幼
う
ま
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'¥て
御
父
に
む
く
れ

d
'
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給
ひ
、
共
後
は
内
府
と
我
等
主
召
る

-
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.
幻
戸
組
父
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賀
川
岨
父

と
主
ム
。
共
御
い
と
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し
さ
も
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り
な
し
。
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く
む
ざ
/
¥
と
病
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せ
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、
御
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な
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に
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召
候
は
ん
。
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て
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五
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年
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あ

ら
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